
　菊川市社会福祉協議会では、ボランティア団体や福祉施設、地元の企業等の「地域のちか
ら」を借りて、生活支援につなぐ活動をしています。生活や就労など、さまざまな問題を抱
えて困っている方を、「地域のちから」で支援しませんか？
　今回は、生活困窮者自立相談・家計相談支援事業について紹介します。

地域のちから

～ つながりの “ 輪 ” きくがわ ～
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Aさんのケース（30代 男性 単身）

次に少しでも収入を得る方法を探しました。

居住場所の協力をしてくれた和松会

貸していただいた部屋

企業の敷地内の草刈りをしました

小笠シェル製作所での草刈り Mネット東遠（工房オアシス）

私は
生活困窮者自立相談支援センター
を利用して生活を立て直しました

～ つながりの“輪”
　　　　きくがわ ～

　Ａさんは体調が良くなく仕事に行けず、派
遣会社を解雇され寮（アパート）を退去しな
ければならなくなり、車に寝泊まりをしてい
ました。プラザけやきへ相談に来所しました
が、本人は働きたい希望があり生活保護の申
請を希望しませんでした。その時、別の派遣
会社から、健康診断を受けることと、現在
患っている疾患の治療をすることを条件に就
職の面談の話をもらいましたが、Ａさんの所
持金はほとんどなく、健康診断も疾患の治療
も難しく、生活保護も希望しなかったため、
生活困窮者自立相談支援センター（社会福祉
協議会）で相談にのることになりました。

　働いたお金は、そのままＡさんの生活費
になりました。また、健康診断費用や医療
機関受診料や薬代については静岡県社会福
祉協議会の生活困窮者支援の給付金と共同
募金にて支援しました。

　居住場所として社会福
祉施設（和松会）に協力
を求め、施設の一室を貸
し出してもらい、就労ま
での居場所、入浴、食事
を 提 供 し て も ら い ま し
た。

　短期間でも受け入れしてくれる社会福祉施設
（Ｍネット東遠）や企業（㈲小笠シェル製作所）
から就労の場を提供してもらいました。
　社会福祉施設ではクリーニングや内職等の作業、企
業ではボランティアの力も借りて敷地内の草刈りをし、
本人へ活動の対価をお渡ししました。

※その他にもＮＰＯ法人 小規模多機能ホームようこそ、ＮＰＯ法人しずおか 静岡教育研究所、社会福祉法人 
草笛の会、 社会福祉法人 白翁会、行政などにも協力をいただいています。

◆対象者
　菊川市内在住者で経済的
にお困りの方（またはその
可能性のある方）
◆支援内容
　さまざまな困難によって
経済的にお困りの方に対し
て、生活や就労等、困りご
とを整理し、問題解決に向
けた支援プランを一緒に考
えていきます。
　また、一人ひとりの状況
に応じて、制度の紹介や助
言などをしていきます。

【自立相談支援】そして、疾患の治療をするための方法を検討しました。

車に寝泊まりしていたため、まず居住場所を探しました。

求む　菊川市社会福祉協議会では、ボランティア団
体や福祉施設、地元の企業等の「地域のちか
ら」を借りて生活支援などにつなぐ活動をして
います。仕事、住まい、生活支援などに協力し
ていただける福祉施設、会社、個人を探してい
ます。ご協力いただける方はご連絡ください。

ご本人の努力と、みなさんの支援のおかげで派遣会社の
仕事が見つかり、Aさんは生活を立て直すことができました。

菊川市社会福祉協議会
（菊川市半済１８６５番地 プラザけやき内）
　　　　　　　　☎３５－３７２４まで

◆対象者
　自立相談支援事業を利用さ
れる方で、家計管理による支
援を必要とする方
◆支援内容
　お金の使い方について、一緒
に課題を把握することで、利用
される方自身が生活の立て直
しを図れるよう支援します。

【家計相談支援】

◆対象者
　離職後2年以内の65歳未満
の方で住まい（賃借）を喪失の
おそれのある方、喪失した方
◆支援内容
　就職の支援とともに賃貸住
宅の家賃助成を支給する制度
です。※詳細は福祉課へ

【就労支援・住宅確保給付金】

2



Aさんのケース（30代 男性 単身）

次に少しでも収入を得る方法を探しました。

居住場所の協力をしてくれた和松会

貸していただいた部屋

企業の敷地内の草刈りをしました

小笠シェル製作所での草刈り Mネット東遠（工房オアシス）

私は
生活困窮者自立相談支援センター
を利用して生活を立て直しました

～ つながりの“輪”
　　　　きくがわ ～

　Ａさんは体調が良くなく仕事に行けず、派
遣会社を解雇され寮（アパート）を退去しな
ければならなくなり、車に寝泊まりをしてい
ました。プラザけやきへ相談に来所しました
が、本人は働きたい希望があり生活保護の申
請を希望しませんでした。その時、別の派遣
会社から、健康診断を受けることと、現在
患っている疾患の治療をすることを条件に就
職の面談の話をもらいましたが、Ａさんの所
持金はほとんどなく、健康診断も疾患の治療
も難しく、生活保護も希望しなかったため、
生活困窮者自立相談支援センター（社会福祉
協議会）で相談にのることになりました。

　働いたお金は、そのままＡさんの生活費
になりました。また、健康診断費用や医療
機関受診料や薬代については静岡県社会福
祉協議会の生活困窮者支援の給付金と共同
募金にて支援しました。

　居住場所として社会福
祉施設（和松会）に協力
を求め、施設の一室を貸
し出してもらい、就労ま
での居場所、入浴、食事
を 提 供 し て も ら い ま し
た。

　短期間でも受け入れしてくれる社会福祉施設
（Ｍネット東遠）や企業（㈲小笠シェル製作所）
から就労の場を提供してもらいました。
　社会福祉施設ではクリーニングや内職等の作業、企
業ではボランティアの力も借りて敷地内の草刈りをし、
本人へ活動の対価をお渡ししました。

※その他にもＮＰＯ法人 小規模多機能ホームようこそ、ＮＰＯ法人しずおか 静岡教育研究所、社会福祉法人 
草笛の会、 社会福祉法人 白翁会、行政などにも協力をいただいています。

◆対象者
　菊川市内在住者で経済的
にお困りの方（またはその
可能性のある方）
◆支援内容
　さまざまな困難によって
経済的にお困りの方に対し
て、生活や就労等、困りご
とを整理し、問題解決に向
けた支援プランを一緒に考
えていきます。
　また、一人ひとりの状況
に応じて、制度の紹介や助
言などをしていきます。

【自立相談支援】そして、疾患の治療をするための方法を検討しました。

車に寝泊まりしていたため、まず居住場所を探しました。

求む　菊川市社会福祉協議会では、ボランティア団
体や福祉施設、地元の企業等の「地域のちか
ら」を借りて生活支援などにつなぐ活動をして
います。仕事、住まい、生活支援などに協力し
ていただける福祉施設、会社、個人を探してい
ます。ご協力いただける方はご連絡ください。

ご本人の努力と、みなさんの支援のおかげで派遣会社の
仕事が見つかり、Aさんは生活を立て直すことができました。

菊川市社会福祉協議会
（菊川市半済１８６５番地 プラザけやき内）
　　　　　　　　☎３５－３７２４まで

◆対象者
　自立相談支援事業を利用さ
れる方で、家計管理による支
援を必要とする方
◆支援内容
　お金の使い方について、一緒
に課題を把握することで、利用
される方自身が生活の立て直
しを図れるよう支援します。

【家計相談支援】

◆対象者
　離職後2年以内の65歳未満
の方で住まい（賃借）を喪失の
おそれのある方、喪失した方
◆支援内容
　就職の支援とともに賃貸住
宅の家賃助成を支給する制度
です。※詳細は福祉課へ

【就労支援・住宅確保給付金】

3



Ｑ．現在の活動について教えてください。
　現在、菊川市社会福祉協議会からの委嘱を受け、社会福祉協議会が運営する
結婚相談員をやらせていただいて３年目になります。先日ようやく、結婚が成
立された方がいて嬉しかったです。なかなか結婚まで成立する方が居なかっ
たため、一組でも成立して幸せになってくれると、相談員の活動も無駄ではな
かったと嬉しく思います。相談者の方がもっとチャンスを利用して色々な方と
出会って良い方向へ向かっていくような手助けが出来ればと思っています。
　地域の中では民生委員をやっていた繋がりから上倉沢高齢者サロンをやって
います。最近では市の出前行政講座を利用でき助かっています。
　他には河城小学校の放課後児童クラブのクッキングをサポーター６人でやっ
ています。５，６年生１６名位の児童が対象ですが、１時間で試食まで行うため、
たいした物は作れませんが、食の大切さを教えていきたいです。
　家が茶農家をやっているので、ＪＡ遠州夢咲河城支店の呼び掛けで始まった「ふかむし茶レンジャー」で
深蒸し茶の普及活動もしています。保育園などに行き呈茶したり、依頼があれば、お見せしたり、ＪＲのさ
わやかウォーキングなどの販売の時にお茶を出したりして普及の活動をしています。
　あと、上倉沢に「千框の棚田」がありますが、田植えや稲刈りの際に棚田クラブ女性部でオーナーさんや
大学生のボランティアの食事作りをしたりします。

Ｑ．活動して楽しいことや印象に残っていることがあったら教えてください。
　結婚相談員をやっていて思うことは、登録した相談者の方が、自分で活動してチャンスを利用して頑張っ
てほしいと思います。
　民生委員をやったことによって、たくさんの方と出会い、人との繋がりを感じました。また、たくさん
の情報を得ることができ、自分自身成長したと思います。
人との繋がりの大切さを感じます。

Ｑ　趣味や楽しみなことは何ですか。
　ＪＡの女性部で「新舞踊」という５人のグループで踊
りをやっています。始めてから１０年位になり、練習の
成果を高齢者サロンで披露しています。見ていただいて、
喜んでいただけると励みになります。また地区センター
まつりにも披露させていただき、度胸試しをしています。

Ｑ　これからの目標や、やってみたいことがあったら教え
てください。

　「茶娘」ではなく「茶おばさん」というのをやって、お
茶をＰＲしてみたいです。若い人の「茶娘」はきれいで
可愛くて喜ばれますが、経験豊かな私たち世代が美味し
いお茶を淹れ“菊川茶”をＰＲする「茶おばさん」だって
居てもいいのでは…今度、衣装を着てやってみようかと
思っています(笑)。ふかむし茶レンジャーの仲間や色々
な仲間に声を掛けて、出来たら良いなと考えています。
　そんなことを楽しみに変えて行きたいと思っています。

♡チャンスをのがすな!♡

堀　みゆきさん
（自治会名：上倉沢）

群舞の様子　アエルにて

JRさわやかウォーキングにて

4※皆さんのお近くで笑顔輝いている方がいましたら社会福祉協議会へご紹介ください。

笑顔、輝いてます　－第81回－



放課後等デイサービス
ふれんず つばさ

　ふれんず つばさは、6歳～18歳までの障害のあるお子さんや発達に特性のあるお子さんが、放
課後や夏休みなどの長期休暇に利用できる福祉サービスを行う『放課後等デイサービス事業所』に
なり、個別療育や集団活動を通して家と学校以外の居場所やお友だちをつくることができることか
ら“障害児の学童”とも表現されます。放課後等デイサービス事業は、平成24年4月に改正された児
童福祉法によって新たに創設された福祉サービスで、ふれんず つばさも平成25年10月に事業所を
開設しましたが、新しいサービスゆえ利用を希望する声は年々高まり、今後も更なるサービスの向
上と拡充が図られていくことが期待されています。
　放課後等デイサービスには、障害のある子どものために①ひとりひとりに合わせた療育を受ける
ことができる、②小集団の中で社会性を身に付けられる場所である、③家族のサポーターとしての
役割を担うという特徴があります。この３つの特徴を踏まえて、ふれんず つばさではお預かりし
たお子さんが“ただ居る”だけの場所にならないよう、放課後や長期休暇の時間を活用して様々な療
育や体験活動を行っています。これまでの活動では、法人内の専門職員の指導による陶芸教室やパ
ン作り体験、近隣の企業を訪問しての製菓工場の見学や、マイクロバスに乗り少し遠出をして海や
公園などへのお出かけ、ハロウィンの日には、仮装して『Trick　or　Treat!』の掛け声で法人内
の他施設を順番に回ったりするなど、様々な活動が提供できるよう努めています。そして活動には、
職員だけでなく地域のボランティアの方にもご
協力を頂いており、多くのご支援をいただきな
がらこの事業を行っています。
　さて、この度ふれんず つばさでは事業所を新
たに整備し、４月より開所となりました。新し
い事業所では、開放的で明るい雰囲気の活動ス
ペース、バリアフリー化や多機能トイレ、様々
な子どもさんの特性に配慮した設計を行い、子
どもが元気に伸び伸びと過ごすための施設づく
りを心掛けました。お近くにお越しの際には是
非お気軽にお立寄りください。

【ふれんず　つばさ】
菊川市上平川８７番地の１
（地域生活サポートセンター１F）
☎：0537-73-0151

ハロウィンの様子

蓬莱橋にて
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施設や団体の紹介コーナー



　３月14日（水）プラザけやきにて、平成29年度第２回心配ごと
相談員研修会を開催しました。今回は、ふるい後見事務所より社
会福祉士の古井慶治氏にお越しいただき、「心配ごと相談の聴き方
と対応方法」をテーマに講義と実演をしていただきました。相談
員からも”実演があることでわかりやすかった”と好評の研修会で
した。
　心配ごと相談所は、毎月４回、プラザけやきと中央公民館にて
開設しています。詳細は、社協だより８ページをご覧ください。

　どなたでも気軽に立ち寄っていただき、自由に過ごしていただく場
として、プラザけやき１階の機能訓練室で“まちの居場所”として場所
の開放をしています。
　１月からはじまった“まちの居場所”は毎週月曜日10:00～15:00に開
いています。
　毎回お友達と誘い合ってお越しくださる方や、お散歩のついでに立
ち寄られる方、けやきでの用事のついでに顔を出してくださる方など
がいます。また地域でこれから居場所をつくりたいとお考えの方に“居
場所ってどんな場所？なにをするところなの？ ”ということを感じてい
ただける場所になっています。
　特別なイベントなどはありませんが、お茶と居場所を用意してお待
ちしています。小さな子どもさんからシニア世代まで、どなたでも気
軽にお立ち寄りいただきたいと思います。

　３月29日（木）プラザけやき201会議室にて４回目の開催をし、１年間行ってきた内容の報告を
させていただきました。
　中では、生活支援コーディネーターが関わった事で、各地域で居場所づくりが進んでいたり、買
い物支援を実施した地域について報告いたしました。
　今後も、生活支援コーディネーターの存在がもっと菊川市民の皆さまに知っていただけるよう、
取り組んでいきたいと思います。

生活支援コーディネーターとは？
…誰もが住み慣れた地域で生活していくために“ちょっとした困りごと”を支援する人のことです。
協議体とは？
…生活支援コーディネーターと、行政、社会福祉法人、民生委員・児童委員、自治会等の代表者が

集まって相談をする場。

心配ごと相談員研修会

まちの居場所

生活支援コーディネーター事業 協議体 ４回目開催

6子育て相談　火～土曜日　9：00～16：30　きくがわ子育て支援センター☎37-1135　おがさ子育て支援センター☎73-5698

「みなさまへのご報告」



　地域の高齢者サロン、福祉団体の事業、社会福祉施設のイベント等でボランティア活動
しませんか？
個人ボランティア
　イベントの助っ人など活動の依頼があった時に、ボランティアさんのご都合やご希望に
合わせて活動することが出来ます。
趣味を活かしたボランティア
　高齢者サロンや社会福祉施設などのイベント時に演奏をする等、趣味や得意なことを活
かして活動することが出来ます。個人でもグループでも大丈夫です。

～担当者が活動のコーディネートを行います～

ボランティアの輪・和・話（三つの“わ”）

ボランティアグループからのお知らせ

出前レクリエーションボランティア
　『毎度どうも！楽しいレクをお持ちしま
した。』地域の集まりからお声を掛けてい
ただくと、すぐにとんでいきます。歌った
り体操したり、ゲームをして大笑いしたり、
ふれ合い、楽しむことが大好きな仲間です。
出掛ける活動だけでなく、月に一度は仲間
で集まり、手作りレクリエーションを皆
で考えたり、練習したりしています。また、
レクリエーションの講習会にも積極的に参
加して、自分たちの向上のために勉強する
ことも楽しんでいます。
　現在12人の仲間です。もっともっと三つの輪を広げたく、私たちの輪に入ってくださる
方をお待ちしています。
 問合せ先 　菊川市社会福祉協議会　☎３５ー３７２４　FAX ３５－３２０２

「おんがくの広場」
　歌や楽器で自由なひとときを過ごす、どなたでも参加できる「おんがくの広場」です。
 日　　時 　偶数月（２月を除く）第２土曜日　１３：３０～１４：３０
 場　　所 　特別養護老人ホーム「喜久の園」地域交流センターうらら（菊川市仲島）
 主　　催 　おんがくの広場
 問合せ先 　菊川市社会福祉協議会　☎３５ー３７２４

求むボランティアさん 問合せ先　菊川市社会福祉協議会　☎３５－３７２４
FAX３５－３２０２
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ボランティアの広場

ボランティア相談　月～金曜日　８：15～17：00　プラザけやき　☎35-3724



福祉総合相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００

生活困窮者自立相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００
心配ごと相談
 日時 　６月１日（金）   ９：００～１２：００
　　　  ６月15日（金）１３：００～１６：００
 会場 　プラザけやき
 日時 　６月 ５日（火）１３：００～１６：００
　　　  ６月20日（水）    ９：００～１２：００
 会場 　中央公民館

結婚相談
 日時 　６月１日（金）１８：００～２１：００
　　　  （受付２０：００まで）
　　　  ６月17日（日）    ９：００～１２：００
　　　  （受付１１：００まで）
 会場 　プラザけやき
　　　  ※初めての方は写真と印鑑をご持参ください。
ひきこもり、不登校無料相談会
 日時  　６月４日（月） １３：００～１６：００
 会場 　プラザけやき
 予約電話 　０９０－１４７６－３２３３

　菊川市の玄関口の一つ「東名菊川インター花壇」で、
精神障がいをお持ちの方と一緒にレンガアートで花壇を
彩ってみませんか？複数名のグループで活動しますので、
初めての方もお気軽にご参加ください。
 日　　　　時 　平成３０年６月２日（土）
 　　　　　　 　９：２５～１２：０５
 会　　　　場 　きくがわ作業所、東名菊川インター
 内　　　　容 　障がい当事者との交流や花壇整備（レンガアート）
 対　　　　象 　学生（大学生、短大、専門学校生等）
 定　　　　員 　１５名
 申 込 締 切 　平成３０年５月２８日（月）
 申 込 み 先 　菊川市社会福祉協議会　☎３５－３７２４　FAX ３５－３２０２

●非常勤職員　1名
 雇 用 時 期 　随時　※相談対応
 勤 　 務 　 地 　おがさ子育て支援センター「ひまわり」
 資　　　　格 　特になし
 　　　　　　 　※以下のいずれかの資格を有する方は優遇します。
 　　　　　　 　①保育士資格　②幼稚園教諭免許　③小学校教諭免許
 勤 　 務 　 日 　火曜日～土曜日（日・月休み）
 勤 務 時 間 　８：１５～１７：００
 提 出 書 類 　履歴書(写真貼付)
 　　　　　　 　資格証明書又は資格取得見込証明書（有資格者のみ）
 そ 　 の 　 他 　採用試験については、面接を予定しています。
 　　　　　　 　詳細については下記担当までお問合せください。
 申込・問合せ先 　菊川市社会福祉協議会　総務企画係 堀川　☎３５－３７２４

参加者募集　各種事業
ちょこっと貸してください、あなたの力

「レンガアートで花壇をつくろう」参加者募集

おがさ子育てセンター非常勤職員 急募
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